
与野党の代表者による伊勢神宮参拝と記者会見に抗議します 

 

内閣総理大臣 岸田文雄様 

立憲民主党代表 泉健太様 

国民民主党代表 玉木雄一郎様 

マスコミ関係各社 御中 

 

2022 年 1 月 4 日、岸田首相は伊勢神宮を参拝し、記者会見を開きました。TBS や MBS など

によりますと、総理周辺は「伊勢参拝は公務としての行事であり、地元に帰るのとはわけが違う」

と述べたことが報道されています。最高裁は 1997 年、公費で玉串料を払った愛媛県に

対し、「県が特定の宗教団体を特別に支援している印象を一般の人に与える」と指

摘し、政教分離違反にあたるとの判決を出しています。今回、首相が公務であると

自覚しつつ伊勢神宮を参拝したことは、憲法 20 条 3 項の政教分離原則を蹂躙する許しが

たい行為です。 

さらに、こうした政府の暴走をチェックすべき野党の代表までが、無批判に後を追う姿勢に強

く抗議いたします。 

私たちはまた、記者会見において、そのことを指摘しなかったマスコミ各社に対しても、失望

と憤りを禁じ得ません。 
 

かつて 1933 年、伊勢神宮参拝旅行への参加を拒否した一児童に対して、政界、教育界、宗教

界、マスコミを巻き込んだ全国的な排撃運動（いわゆる美濃ミッション事件）が展開され、私た

ちの教会の先達である日本基督教会大垣教会の浅倉重雄牧師も「祖先・国忠志を祭る神社に低頭

して敬意をはらうのはキリスト教信仰に何ら差し支えない。愛する美濃ミッションの方々が国

体と神社を正しく認識し、問題を繰り返さぬよう祈る」との見解を美濃大正新聞に発表しました。

官民がこぞって伊勢神宮参拝を国民行事として支持し、マスコミの煽動によってマイノリティ

ーを排除しようとした歴史に加担した罪責を覚える時、私たちは今回の与野党の代表者による

伊勢神宮参拝とマスコミによる記者会見を看過することができません。 
 

1965 年の佐藤栄作首相以来、連綿と続いている総理大臣による伊勢神宮参拝によって、この

国は少しはマシになったのでしょうか。かえって政治も経済も教育も医療も宗教も、すべからく

低迷しているのではないでしょうか。いやしくも一国の首相や公党の代表たるあなたがたが、与

野党ともに神頼みの政治を行おうとしている体たらくは、国内外の他民族・他宗教者に新たな恐

怖を植え付けるとともに、唯々諾々と情報を垂れ流すマスコミ各社ともども、失笑を買うほかな

いでしょう。かつて全国民に神社参拝を強要した狂気は、アジア全体にすさまじい戦争の惨禍を

もたらしましたが、あのような過ちを二度と繰り返さないためにも、公人による伊勢神宮参拝と

記者会見は、これを最後にして欲しいと願います。 
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